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支
那
中
央
銀
行
に
闘
す
る
一
二
三
の
建
議
に
つ
い
て

t喜

万t

iJ~j二

千子

仲
畑
宣
一
慌
の
上
奏

文
那
の
巾
央
銀
れ
と
し
て
は
光
緒
三
十
一
一
年
(
一
八
九
六
年
)
戸
部
が
は

i
J

り
し
た
る
戸
部
銀
行
コ
一
戸
町

F
長

c
ご
Z
H
E
R
L
-
-
=
E
E
R
)

を
以
て
そ
心
光
持
と
す
る
υ
制
後
戸
部
川
抗
日
は
た
消
銀
行
(
』
ピ
ロ

3
2
E
m
F
2
T
)
に
改
名
さ
れ
、
氏
凶
に
入
。
て
は
大
情
飢
行
は
こ

れ
が
前
到
底
の
一
以
叫
り
ら
れ
る
に
モ
ヴ
て
陥
泊
中
山
叱
銀
行
と
し
て
の
残
務
が
消
却
さ
れ
、
新
山
中
央
銀
行
と
し
て
は
新
に
常
備
応
出
前
山

れ
て
、
中
国
銀
行
(
d
f
F
D
W
C
「
2
5
p
)
の
制
机
が
佐
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
c

同
L
乍
ち
文
郡
山
誌
の
新
式
銀
行
と
し
て
光
郎

十
二
年
(
一
八
九
六
年
)
府

2
怯
に
よ
ね
ー
位
以
さ
わ
た
る
山
中
凶
辿
市
銀
行

(
H
F
O
E
-
5
5
2
5
-
H
W
E
r
0
2
E
5
)
は
支
那
私

ι叙
行
の
品
川
肌

で
あ
る
の
み
た
ら
中
、

支
那
巾
4
、
飢
行
の
先
腕
と
な
っ
た
も
の
と
も
い
へ
る
の
で
あ
る
。

こ
心
中
岡
也
市
川
叙
行
は
M
I
川
銀
行
の
第
一
次
的
た
る
も
の
た
り
し
は
勿
八
酬
で
あ
る
が
日
以

私
誌
の
別
を
情
い
て
中
山
町
飢
行
士
し

て
の
第
一
吹
的
な
る
も
の
と
寸
る
所
以
は
光
州
州
一
一
十
一

A

年
(
一
八
九
ハ
4
)
約
別
街
川
給
事

(
P
E
E
Z
U
P
R
5
4
)
た
り
し
煤
竹
山
恨
の
ふ
、

案
が
日
目
に
仙
す
る
か
ら
で
あ
る
c

山
も
京
心
山

(
5
5
m
古

E
m
E
巳
)
九

ooiM(京
一
↑
九
成
品
一
目
附
)
を
以
て
す
乙
飢
特
を
法
政

L
I

た
る
新
特
銭
浩
祭
主
に
飢
行
政
t

リ
拡
を
川
町
訪
し
た
-
も
の
で
あ
う
た
「

本
誌
に
よ
れ
ば
巾
県
出
幣
版
た
る
飢
一
正
松
川
が
北
京
に
北

υ一さ

れ
、
出
来
、
湖
北
、
上
泊
、

χ
沖
に
分
川
が
設
位
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
納
税
は
凶
作
た
る
品
佑
叙
幣
を
山
て
れ
は
る
べ
く
、
一
正
抗

主
那
中
央
銀
行
に
闘
す
る
二
三
回
建
議
に
つ

U

て

停
主
蹴

第
五
イ
三
巷

出
↓
ハ

主

刑制、出末紙幣索、純情論rri.:1第--li_"HJ:::都六抗、 P.51 
¥¥'ell Pin ¥¥'ei， Tite Currcllcy I'robicln }n Chin九 時14，P -52. 1'i貯改抗i
しではそれより先に光昭三寸 -."1:1ーヘプ:...'Ji!'I:)日干の北京市長 HuCh¥.1-1l:口 t

~ 1)拡君、されたる改車工l且I!Jj:1't軒以:対 Jー設があ乙 c

'! 
:ZI 



支
部
中
央
銀
行
に
闘
す
る
一
一
一
一
一
内
建
誌
に
つ
い
て

停
主
寸
二
容

五
六
川

第
五
批

五
i川

却
叫
!
紅
の
如
き
地
令
一
の
伎
刑
は
N
2
止
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
出
ね
、
仰
と
の
外
的
仙
一
史
に
大
な
る
金
幣
と
似
仙
東
に
小
た
る
飢
附
が
鉛

法
さ
れ
る
〉
し
と
が
抗
架
さ
れ
た
ぞ
銀
行
設
心
止
に
つ
き

C
は
上
怖
に
す
、
本
五
口
出
一
山
の
判
外
貿
易
扶
仙
の
銀
行
が
は
け
ら
れ
る
こ
と
と

た
り
、
守
山
本
国
募
は
中
間
四
人
主
以
て
せ
ゐ
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
奈
は
児
約
一
十
三
年

(
一
八
九
七
句
)

一
一
月
一
」
十
代
川
北
比
二
宇

一

J
一

一

一

ノ

|
!
q
'
i
j

し
削
減
行
は
巾
凶
泌
『
同
銀
行

2

z

p】

B
E
n
-
u
ニ
w
m
z
c
h
E
M』

E
)
と
し
て
光
純
二
十
一
一
-
年
賓
現
し
た
る
も
貨
幣
辿
訟
は
立
山
中
本
だ
師
融
政

1
4
 

せ
し
も
の
忙
は
到
建
し
作
た
か
っ
た
。

外
凶
州
鉛
り
が
支
那
に
設
』
d
J

さ
れ
し
こ
と
が
支
那
州
近
代
的
以
行
の
設
位
を
促
症
十
る
こ
と
と
な
り
し
大
き
な
開
川
で
あ
っ
た
。
成
川
七
判
(
一
八
九

七
年
)
英
同
町
事
加
利
以
行
(
の
r
R
5
2品
目

E
7
0
{
『《
r
p
〉
E
-
E
F
印
(
ベ
プ

EP)
いか

l
舟
に
設
附
さ
れ
た
る
を
件
川
円
以
行
山
主
郡
に
世
川
せ
L
哨

矢
と
す
る
。

日
油
、
光
掛
刊
の
問
に
は
兆
円
配
明
、
右
利
山
保
行

(Zopmhkc口
問
ロ
ロ
ユ

m
r
E
m
E
-
ロ
E
r
E
m
h
e
N
-
z
z
g
p
Z
5
己
ORE-M-o

】

r
u
r
L
Fと
F

戸
【
【
ご
あ
り
、
耐
陶
刊
の
車
方
M
m
m
銀
行
(
ロ
μ

五
百
号
同
一
円
三
一
了
R
d

一
戸
回
目
。
)
、
収
に
制
抱
一
円
相
平
以
行
(
亡
門
戸
一
ケ
わ
一
一
戸
〉
己
主
三
戸
内
出

E
r
)
も
泣
山
し
て
一
山

る。
中
同
組
内
飢
行
に
賦
則
さ
れ
た
司
令
判
椛
は
成
大
在
る
も
の
と
し
、
日
此
相
川
氏
山
崎
、
紙
幣
務
行

政
附
公
4
1
山
市
両
川
的
取
川
内
ひ
、
行
什
行

ー
初
、
川
沿
地
、
は
米
に
ま
で
文
山
主
叩
一
パ
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ
う
た
が
、
先
制
一
↓
十
二
今
年
〔
一
八
九
七

3
初
凱
的
政
詳
の
た
め
に

そ
れ
は
円
前
叫
乍
賠
償
合
と
し
て
，
川
市
I
飢
一
日
山
(
徒
に
泣
出
中
山
辺
附
に
よ
り
了
子
商
附
加
算
)
に
つ
い
て
の

負
拾
加
叩
刊
の
芯
起
で
あ
っ
た
c

ー

ιし
賠
償
金
総
計
二
位
一
一
子
山
川
は
保
約
に
よ
り
飢
削
た
り
し
も
、
別
に
け
立
川
出
協
広
に
よ
り
見

問
中
中
川
事
的
が
叩
摂
生
し
た

凶
金
時
に
悦
昨
山
川
ぃ
リ
し
倫
敦
に
h
p

い
て
父
付
の
こ
と
と
た
っ
て
ゐ
た
か
ら
し
て
鋲
仙
の
低
訴
は
賠
償
合
の
正
利
支
出
叫
心
負
た
を
加
ヘ

る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
じ
こ
こ
に
金
以

ι仙
川
福
山
判
筑
も
切

J

立
た
る
必
裂
に

MUP句
れ
、
全
勝
を
延
叩
と
し
て
叩
先
制
併
に
辿

繋
せ

λ
と
す
る
従
も
こ
の
則
既
に
北
川
さ
れ
た
も
の
が
あ

h
、

Mm門
に

ι
を
保
川
町
せ
し
む
る
た
め
、

L
J
J山
よ
り
金
の
輸
出
川
さ
れ
る
を

日
止
せ
ん
と
す
る
意
見
が
拠
出
さ
れ
て
ゐ
軒
。
か
く
て
立
加
仰
の
奥
愉
は
幣
制
川
切
に
性
訟
を
加
唱
し
、

E
K金
本
位
保
刷
間
切
比
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出
巾
ι

が
岐
ょ
に
弄
っ
た
の
で
あ
る
。

光
州
一
一
l
六
4
(
肌
子
、
↑
九
C
C
'リ
)
宇
同
市
控
竹
川
比
は
同
信
行
千
高
山
関
山
い
で
あ
り
、
同
時
特
一
向
一
一
シ
リ
ン
グ
(
先
ん
主
計
算
に
し
て
へ
じ
暗
に
挽

非
せ
ば
六

f
七
百
主
寸
前
略
と
な
り
、
付
利
川
分
、
一
一
I
九
ヤ
泣
崎
山
内
特
で
あ
ッ
た
a

ヘ
ル
位
な
り
ぞ
銀
控
な
り
キ
h
v
出
北
を
前
て
巾
同
市
開
阿
佐
】
と

し
、
刊
し
文
叫
D
時
は
川
金
ー
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

ゼ
ン
ク
ス
の
献
策

I
i
加
に
沿
け
る
附
山
川
改
日
中
山
機
運
は

一
九

O
O年
以
後
政
治
卜
ハ
の
費
市
た
る
義
和
岡
市
引
判
敢
に
一
ー
九
つ
二
一
一
一
年
に
告
け
Z
叙

仙
の
低
此
滑
に

t
り

促
逃
さ
れ
る
と
共
に

慌
市
な
る
考
山
山
が
桃
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
米
凶
政
附
は
こ
れ
が
扱
肋
の
辺
州
に
合

い
て
菊
川
寸

E
と
と
た
っ
た
。
光
紺
一
-
十
九
年

(
一
九
0
2
一
年
)
冬
外
務
部
は
駐
米
代
町
公
使
沈
仰
を
し
て
米
凶
外
務
付
に
川
'
品
川
せ

L

め
か
一
る
所
が
あ
り
、

と
れ
に
よ
れ
ば
支
那
政
川
は
銀
町
起
落
!
ぱ
た
ら
ぎ
る
に
よ
り
叩
、
阿
司
政
府
ー
と
協
認
し
て
米
M
州
政
的
に
ん
U

力
制
紋

左
前
ふ
も
の
で
あ
る
と
訓
ふ
。
米
側
政
的
は
凶
際
版
党
委
い
H
咋

(
F
E
E
S
E
E
F
E
E
Z
E
-
T
n
-
M
E
m
-
を
設
け
、

をい
U
ご
一
名

川
叫
ち
ハ
ン
ナ
(
枯
問
料
、
出
口
江
戸
ロ
ロ

=
E
)
コ
ナ
ン
ト
(
仙
尚
或
は
刺
市
特
、

c
p
 

』

2
r
)
主
任
命
し
た
。
ー
を
は
九
州
U

は
川
以
川
酬
を
し
て
会
本
杭
に
改
川
ず
る
の
右
筑

E
川
作
一

L
、
支
郎
・
閉
山
内
羽
川
凶
に
匙
一
け
し
た
の
で

内
-
=
L
O
L
〉

(
4
0
P
E
W丹
)
、

ゼ
ン
ク
ス
(
村
時
、

(
L
O
円
¢
戸
戸
】
戸

rdF〈

あ
っ
て
、
文
相
却
に
つ
い
て
い
へ
ば
と
れ
が
印
私
一
外
同
州
抗
議
の
主
郎
幣
制
改
干
宗
と
し
=
詐
名
た
る
{
巾
凶
闘
い
泌
総
議
」
(
別
名
以
帆
昨

談
、
口
E

z
r
2
F百
四

D
E
Z
E
E
L
O
D
己
民
主

m
r
F
4
L
r
2
5
2
m
m
H官
凶
)
と
稲
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
c

ゼ
ン
ク
ス
業
の
八
日
刊
子
は
合
河
川
北
竹
本
位
制
で
あ
り
、
令
一
切
料
水
位
制
派
川
へ
の
山
政
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
第
十
一
一
保
に
附
山
中
央
飢

む
に
つ
い
て
の
泣
言
が
あ
る
。
ゼ
ン
ク
ス
案
に
よ
る
中
央
銀
行
へ
の
惜
也
は
次
の
恥
き
も
の
で
あ
っ
た
。

」
均
一
郡
中
央
範
行
に
闘
す
る
一
一
一
之
内
匙
議
に
つ
い
て

停
五
十
三
岳

五
六
五

肋
時
五
蹴

ヨヲ

ゴ3
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文
跡
中
党
副
汀
に
醐
ず
，
e
二
三
由
建
議
に
つ
い
て

第
五
寸
ニ
巷

五
六
六

第
杢
蹴

五
〆、

ω戸
m
r
h
m
v
【
M
O
ロ
m
m
m
m官
Z
E
m
〉
足
o
g
E
O
国
内
-
E
W
印

w
v
h
E
ロ
旬
。
刊
行
E
D
戸

M
M
吋

吋

C
三
氏
o
u
z
r
o

ヨR
Z
R
U
V
H
P
ヴ
凶
ロ
F
E
m
E
乏
ロ
ロ
島
2
4
r
E
M
ピ
ロ
ロ
r
ロ
c
-
E
V
向
。
勺
【
E
M》
2

2

こ
r
p
m
]
O
F
h
J
H
Z
E
v
L
O吋

C
C
『
『
2
H
4
E
白
河
ヶ
。

M
U
U
ロ
向
島
ヴ
〕
可
戸
口
Z
H
戸
匂
ゐ
2
p
】
V
P
ロ
戸
内
。
円
げ
旬
。
四
円
戸
の
『
『
m
w
M℃
O
E
V
"
C
]
O
H
v
h
W
5
H
h
m
め
ど
ロ
L
n
v
内
向
r
o
wル
Z閉
V
伶
』
「
〈
Z
5
口
。
「
F
V
町
内
。
h
H
戸
川
乙
-
o
円

結
措
僚
議

第
十
三
棟
訟
法
定
鋭
行
半
業
株
説
、
ヰ
官
一
弘
叫
行
或
別
可
非
銀
行
進
行
討
果
、
興
一
一
辿
荒
川
倒
並
川
、
蹄
正
司
自
民

t
肢
が
H

、

ぜ
シ
ク
ス
茶
に
沿
い
て
は
凶
家
銀
行
乃
至
所
問
中
央
銀
行
に
正
抗
と
ル
端
的
流
通
の
先
検
訴
後
行
を
統
仰
せ
し
め
ん
と
し
た
も
の
で

あ
る
が
、

そ
り
民
料
杭
を
司
長
官
に
宰
掠
す
る
心
記
附
は
と
こ
に
も
羽
れ
て
ゐ
る
。
司
山
北
九
件
H
U
山
ち
外
人
司
長
打
に
つ
い
て
は
支
那

側
白
眼
烈
に
反
撃
を
加
へ
し
所
で
あ
り
、
北
ハ
後
叶
問
委
員
入
管
は
外
人
司
来
官
山
ゆ
り
外
人
一
迎
品
H
M
佐川

VIN-叫
世
芯
見
を
排
し
、
外
人
刷
刑
判

時
に
改
援
す
る
と
と
と
な
っ
た
。
結
局
木
奈
は
耶
な
る
建
議
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
中
央
銀
行
に
闘
す
る
辿
策
は
次
の
恥

き
角
皮
よ
り
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。

4
5
J
戸
内
己
【
r
n
戸
一
一
M
M
】
E
O
U
O
(凶
O
〈
何
円
ロ
ロ
戸
O
H
M
-
m
u
-
H
V
一
』
U
】
戸
の
u
p
Z
M
h
w
v
t
o
-
「
↑
お
一
寸
h
w
E
T
同
M
w
n
c
=
ロ
O
戸
【
』
C
M
】
J
円
三
}
w
m
yめ
ぬ

肌

-
u
r
-
』
W
L
P
H
戸
戸
口
口
問
。
「
】
-
z
『
】
作
名
=
】
c
z
o
-
-伊
司

}

4
u
戸
α
B
-
2
5
0
『
己
戸
内
E
。
己
E
4
5
ユm
E
C
門
戸
t
E
ゲ
2
M
U
J
d
E
-
r
】

3
「
n
O
5
E
-
v
o
E
一
戸
E
r
α
】
Z
E
v
-
o
z
p
E
ι
セ
z
r
]
四
二
日
長
。
町
三
u
-
E
E
』
』
r
r
E
C司

9
 

pmmw目
2
2
h
H
ロ
〕
三
二
民
自
宅
三
M
M
ロ
ニ
w
何
回
E
勺
H
N
O

支
那
の
祇
幣
の
流
油
不
同
品
川
、
地
域
外
の
キ
引
流
通
の
矯
正
を
巾
央
銀
行
の
刊
ぃ
止
に
求
め
売
も
の
で
あ
る
。

〉
円
】
目
。
{
】
m
H
σ
船
四
回
「
・
ョ
。
Z
M
Y
巳
2
2
u

芝
-
w
E
U
m
円
M
u
u
-
5
《
H
r
v
m
w
乞
ご
同
一
一
万
戸
)
μ
z
r
z
n
d
a
F
E
M
E
-
『
-
v
p
z
F
r
E
L
E
-
X
2
F
V
F
円
C
M
m
E
M
H
h
三
吉
町
』
二
三

む
と
に
「
o
f
'
'
C
P
L
A
戸
民
同
〈
0
5
戸
内
川
】
。
作
品
m
n
山
内
]
阻
U
C
C
戸
、
-
o
Z
H
O
U吋
又
O
H
M
-
、
戸
旭
川
d
'
r
h
己
w
ニ
戸
内
U
H
Z
。
巨
ロ
向
。
[
n
z
円
円
。
門
戸
に
寸
，
〈
C
ロ
-
L
宅
門
戸
三
回
《
い
山
口
い
て
戸
竺
一
。
一
-
d
じ
【
戸
C
ニ
】
一
マ

J
 

O
 

H
N
}
の
円
。
h
w
v
ο
P巴
ル
ー
ト
担

A
m
n
門
戸
w
n
F
J
O
M
Z
h
一
戸
h
h
u
。
】
ヌ
】
戸
【
ド
ロ
O
'
4
2
L
W
2
7
t
z
o
m
A
H
U
2
『
ヴ
戸
一
Y
M
ロ
の
日
仏
弘

7

紙
幣
統
帥
に
」
司
自
沈
旭
川
怖
を
詑
告
、
一
見
に
そ
の
一
口
取
-
内
形
態
P
側
一
永
飢
行
に
期
し
た
も
の
で
あ
る
と
に
を
引
引
に
え
る
と
と
が
山

、〉。

ヰ
之

【
F
Z
Z
5
4
E
F
-
-
E
L
E
E
V
R
A
C
E
-
ν
R
向
日
三
F
E
E
P
円
r
u
v
m
F
勺

2
h
v
m
町
?
?
E
r
E
E
Z
H
U
M仏
R
2
2
E
E
同
混
同
施
Z
E
B
-
-
5
E
w
-
-占尚
P

与
n

JJJL'.た A
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ouz-LEEMO闘に

=
h
z
E
u
E
H勺
命
コ
己
ご

E
F
E
r
"
の
F
E
E己
L
P
P
4
0
Z
5
5
2
D
O
戸
Y
V
M司

L
f
5
f
Z
F
》
凶
作
g
u
c
p
g
z
z
v
n
P
5
c
E
τ
戸
V
W
H
J
，
;
c
t
u

ロス一mTC百戸戸町2wmcc一戸炉tFロ-f
日
明

OLP-LMLvoニ、，，
R

合戸】F戸ZP-口同町戸】】
Y
-
x
E
の3M戸凶作ニ凶作。}=作mpnυニ点目C一二Z【乙戸ph《三】〈伶同PH】戸mhMVFHpcezzcβprdz

、l
J

ー

さ
戸
【
U
M
Z
H
O
P
P
M
P
Dゐ
止

u
m
m
ロ
2
E
-
E
ロ
ロ
ロ
の
5
-
白
戸
】
巨
E
Z
{叶
EEロ
3

か
く
て
同
友
銀
行
の
設
む
は
紙
幣
の
集
中
後
行
、
国
庫
の
代
理
経
却
を
可
能
な
ら
し
む
る
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
ウ
た
。

ゼ
ン
ク
λ

築
に
や
い
て
は
合
飼
料
本
位
制
拭
雌
上
の
品
開
却
を
名
目
遁
穴
(
戸
c
r
2
5
5
)
山
一
賀
行
如
何
に
か
け
て
ゐ
た
が
、

文
那
政
的
が
凱
力
で
あ
り

.
E
U判
明
上
越
胞
の
J
H
栴
あ
り
ゃ
に
と
の
削
泣
を
松
市
せ
し
め
た
所
が
削
る
多
か
ワ
た
か
ら
で
あ
る
。
か

く
て
ゼ
ン
ク
ス
援
に
よ
れ
ば
、
と
れ
与
を
知
山
す
る
も
の
と

L
て
外
同
人
の
れ
仰
を
取
上
げ
た
の
で
あ
る
。
支
那
此
本
制
度
貸
れ
に

つ
い
て
の
'
知
識
も
絞
駁
も
た
い
の
で
あ
る
が
、

E
の
納
山
酬
は
そ
れ
白
的
自
動
的
に
誕
行
す
る
も
り
で
た
い
か
ら
外
闘
の
支
援
に
伐
つ

も
の
町
恨
め
て
肝
要
た
る
も
の
あ
り
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

日
時
既
に
支
那
に
扮
す
る
叫
聞
の
品
川
一
込
に
米
同
の
川
礼
一
は
来
制
引
態
皮
に
刊
づ
る
も
心
あ
り
、

支
郊
の
白
史
的
態
一
以

L
漸
〈
喚
起

さ
れ
ん
と
す
る

ω
情
勢
は
支
那
州
政
、
金
制
上
に
介
入
せ
ん
と
す
る
外
側
勢
力
に
反
接
的
た
る
も
の
あ
り
し
と
い
へ
る
の
で
あ
る

が
、
叫
州
民
本
案
抗
州
主
不
可
能
在
ら
し
め
た
る
は
山
町
之
仰
の
反
針
の
似
め
て
阻
烈
な
り
し
に
延
〈
も
の
が
あ
り
た

k
'
/
川
川
て
よ
札

1
i
i
i
;
 

は
本
誌
の
ね
川
一
匹
釣
の
骨
子
は
外
同
人
心
祁
刷
肘
に
切
〈
却
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
外
悶
人
を
通
貨
批
机
H
h
H
た
る
司
弘
山
た
ら
し
め
そ
の

監
神
下
に
迩
山
討
を
委
す
る
と
と
と
た
る
を
慌
れ
た
る
も
の
で

ιっ
て
、
司
山
北
川
什
H
目
の
一
千
に
支
那
全
国
の
財
政
、
合
同
昨

E
M
Uせ

し
む
る
は
主
慌
の
名
花
主
位
犯
す
る
も
の
で
あ
り
、
枇
山
川
改
革
山
一
資
椛
を
外
側
人
に
犯
相
さ
れ
る
は

A

誌
に
伯
迎
の
外
友
り
と
し
て
断

守
と
排
撃
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ω

J
パ
〆
仮
設
委
リ
U
へ
町
は
司
良
河
川
叫
郎
、
外
人
語
賃
収
併
山
口
出
刃
凡
主
制
し
、
外
人
間
相
川
相
判
明
に
改
礎

す
る
所
あ
り
金
倍
以
川
本
位
制
九
州
叩
へ
の
努
力
は
花
々
日
制
け
ら
れ
た
る
川
が
あ
う
た
竹
れ
ど
も
、
官
時
の
情
廷
官
僚
を
説
刊
す
る
市
山
ト
い

十
、
清
朝
政
府
は
ぜ
ン
ク
ス
案
を
詐
り
去
る
と
と
ん
一
た
っ
た
の
で
あ
る
。

支
部
中
央
銀
行
に
闘
す
る
こ
一
一
一
の
建
誌
に
ツ
い
て

第
五
監

五
七

第
五
十
二
巷

王
六
七

五
し

1'hc Cnmmissiのnon Jnternational Fxchanロc，ilJic:， P. 102 
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小
久
郡
中
央
銀
行
に
闘
す
る
=
一
一
一
の
建
議
に
つ
い
て

部
一
包
寸
一
時

川
副
町
五
拡

H 
1， 

』
ー
ト
の
献
策

nm
時
慨
に
支
坊
を
舞
系
ー
と
し
て

H
H時
限
乍
へ
の
危
機
に
あ
り

支
那
絞
拘
に
外
川
阿
弥
ね
り
世
間
せ
ん
と
す
る
に
ワ
い
て
1
4
郎
側
に

お
い
て
と
れ
が
見
方
を
桐
向
性
べ
せ
し
む
石
町
川
あ
り
し
は
昨
代
の
北
川
公
に
長
い
て
一
巧
を
必
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
相
川

L
、
川
よ
け
い
え
町

は
問
附
の
勢
力
よ
り
協
然
た
り
作
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
幣
川
北
恨
の
川
而
に
沿
い
亡
も
顕
れ
て
ゐ
る
c

こ
の
副
支
那
の
血
ハ
北
川
は
師
叫
に
欣
山
川
改
革

r
M
印
さ
れ
る
も
の
あ
り
、
川
叶
同
亦
j

式
加
悦
川
出
乱
に
よ
る
泡
防
止
の
一
小
川
山
判
除
山
必
山
久

を
怖
感
し
て
清
明
政
府
に
泊
る
川
あ
っ
て
保
約
中
に
こ
れ
が
改
革
主
約
h
一
せ
し
む
る
と
と
ー
と
な
っ
た
ロ

光
新
一
一
十
八
咋
(
一
九
C

) 

府
守
山
慌
を
い
に
班
と
し
て
英
閣
と
の
問
に
「
巾
央
総
議
辿
商
行
海
保
約
L

が
mmum
さ
れ
、
そ
の
第
一

J

僚
に
九
回
い
て
凶
幣
統
一
山
什
そ

取
扱
ひ

一
律
の
凶
特
を
設
け
て
公
納
を
灼
め
一
一
閣
の
支
排
に
充
つ
ぺ
く
、
巾
同
凶
内
に
h
む
い
て
中
ザ
九
州
凶
此
均
し
く
治
山
!
す
べ
き

を
規
定
し
、
攻
で
諜
年
二
九
O
一一一年)

の
つ
叩

F

人
ー
制
議
油
商
行
仙
川
派
約
」
に
台
い
て
は
第
十
二
一
保
に
上
活
保
約
中
山
第
一
一
僚
と
同
似
た

る
規
定
が
あ
る
。
こ
と
に
貨
幣
に
つ
い
て
の
改
本
案
刊
は
側
内
問
題
を
担
え
て
凶
際
隊
約
に
の
義
務
化
ず
る
に
及
ん
だ
こ
と

r
引
立

す
べ
く
、
話
相
判
政
府
と
し
て
は
町
然
幣
制
改
革
へ
の
側
、
む
を
悦
坪
に
せ
ざ
る
を
件
ざ
る
に
一
ゃ
っ
た
の
で
あ
る
。

〉

Z
の

-m

ロ
c
『子。

c
m
p
ミ

c
『内
C
H
E
Z
2
0
ロロ
L
Z
E』

m
p
f
c
ロ
m
4
F
3
0
N

R

円一己コ
P

P

R円

mmHル

FO
【門戸
f
o
F
】0
2
0わ
ぬ

ωtp
吋一可印【め戸】げ向。

tH
。dt』

L
m
m
v円

H
ロロ戸『
C
コ
ロ
ロ
ロ
-
C
E
M
M
]
n
D
2
己防問。

z
-
z
己戸

MC
【戸口

t
o
]
白円回目

-oDLO
司口戸

吉
三
百
己
主
ヰ
点
E
-
3
-
E
3
2
品。ニ

5
3
r一-
v
m
z
c
E
F
E
-
5
2
z
p
。
】
訂
正
》
日
一
Q
F
E
V
F
E
，
己
目
予
三
E
5
Uの
E
C
!」
5
2
v
ヱ

は

山
県
松
前
泊
出
行
出
時
約
第
二
款

一
中
同
允
聞
は
怯
立
定
凶
五
一
押
L

ソ
~
凶
伴
、
卸
以
此
訂
民
合
例
之
附
昨
、

川
川
匂
机
一

野
鼎
巾
英
同
同
人
民
組
花
小
川
凹
民
内
担
川

以
完
帆
件
萌
民
課
且
付
~
切

;(， ¥Ven Pin Wei， ibid. r 



十
人
那
は
飢
仙
の
排
出

部
も
悩
山
時
間
の
た
め
に
首
相
国
中
の
酒

明
日
E
5
1ト

ρ
が
あ
U

mJ月
刊

L
a
m
V
4“女
t
p刑
判
E

訴
へ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
心
一
年
与
県
内
有
政
附
は
求
凶
政
府
に
飢
似
川
以
に
づ
い

の
凶
際
的
刊
川
任
心
持
出
起
を
辿
訴
ず

る
所
あ
り
、
支
那
は
一
九

O
=
一
年
帥
ち
た
桁
一
一
十
九
件
十
一
月
に
は
駐
米
代
川
公
何
沈
制
土
ゎ
ヘ
イ

(一『三三】同日、)

に
注
談
せ
し
は
医

述
の
如
〈
で
あ
る
。

こ
の

4
同
月
に
は
え
加
円
ら
と
し
て
の
特
例
改
市
へ
の
仁
竹
も
あ
っ
た
。

イ
民
加
政
山
川
は
財
政
応
を
は
止
し
て

こ
の
時
改
革
に
つ

い
て
議
定
せ
し
め
し
川
が
そ
れ
で
あ
り
、
又
此
仙
川
公
仰
を
し
て
米
間
各
委
け
は
ん
旧
日
、
抗
に
仙
川
洲
各
州
政
府
山
商
議
に
ム
一
咋
加
せ
し
む
る
如

雪
品
川
世
が
あ
う
た
。
モ
の
中
知
的
仲
良
使
仙
川
山
山
仰
の
合
本
杭
制
の
如
き
が
あ
り
、
川
刊
を
山
川
寸
と
雌
も
川
町
川
時
に
あ
っ
て
立
川
側
の
提
主

と
し
て
は
は
毛
麟
角
の
珍
し
さ
に
警
え
ら
れ
し
も
の
の
如
〈
で
あ
る
。

ー
凡
那
海
闘
州
問
枕
務
司
た
り
し
ロ
パ

1
ト
ハ

l
ト
(
柿
徳

F
F
E
ニ
F
Z
の

λ

京
協
叶
竹
本
位
制
り
述
識
あ
り
し
も
貨
に
、

光
粕

十
九
年
五
月
の
と
と
で
あ
っ
た
。

支
那
中
央
銀
行
の
草
創
時
間
と
も
兄
ら
る
べ
き
」
約
季
に
あ
っ
て
、

てで
l

ト
・
ハ

l
ト
は
除
制
改
市
に
勺
い
て
泣
一
一
川
せ

L
巾
に
中

央
銀
行
に
ニ
一
け
及
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら

A
に
中
央
銀
行
に
附
す
る
郁
分
を
州
川
し
て
見
る
c

ι同
盟
占

J

カ
司
J

、

ト

、

Y
M
T
L
F
ま
i
r
r
-
l
官

Y

の
献
策

山己問問。間口。ロ
ω
内
C
ロ2
2
5四
〉

C
E
b
t
H
M
M
(
F
H
5
ロ
の
〕
コ
ロ
〕
司
王
司
囲
内
R
L
》合同戸】【戸ユ
w

】F
2
f
H
2
-
h
o
c
【F

)

同
t
R
E
E
P
}
【
}
『
】
冨
己
Z
Z
M
E
M
F
-
E
Z
4

可町内

WMmD5
仏戸。
Z
戸内

J
R〈
日
ヲ
4
C
【》ロ

1

は
六
明
日
よ
り
成

ιっ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
中
央
銀
行
に
闘
す
る
も
の
は
第
一
一
柄
引
杭
に
第
六
羽
で
あ
る
。

部
二
一
明
は
造
幣
肢
の
舟
必
ι
以
を
辿
ぷ
。
合
を
刈
h
せ
中
、
銀
仰
を
使
川
す
る
と
せ
ば
、
合
と
判
訟
と
の
交
換
比
捺
を
一
定
せ
し
む
る
州

支
那
中
央
担
行
に
闘
す

'E
二
一
一
の
建
議
に
つ
い
て

都
出
!
こ
を

、
王」プノ」泊
ハ

材
開
五
蹴

ヲヨ

ゴL
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支
那
中
央
銀
行
に
闘
す
る
一
一
一
一
の
建
議
に
つ
い
て

部
川
五
十
二
を

五
七
C

第
五
競

ノ、

O 

き
方
策
を
品
中
る
E

と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
c

金
な
〈

L
t
m山
も
会
飢
の

7
化
交
鞭
北
葎

(
p
p
E
E
C
L
E
F
-
E
-
R
R
)

を
訓
仰
村
せ
ん
止
決
定
し
た
な
ら
ば
規
栴
付
け
ら
れ
た
市
北
と
品
杭
左
折
ワ
銀
吹
を
』
大
沢
支
の
引
裂
に
胞
や
る
に
五
分
た
H

沖
に
た
い

新
銭
治
し
た
〈
て
は
註
ら
友
い
ロ

亡
の
た
め
に
貨
物
政
信
の
治
幣
峨
(
己

E)
は
非
市
に
申
裂
で
あ
り
必
山
女
不
可
日
慌
の
も
の
で
あ
る
土

た
す
。
こ
己
に
同
家
銀
行
と
し
て
の
中
央
銀
行
に
論
及
し
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。

〉
ω
町
C
同
戸
【

5
H
M
g
y
v
u
p戸
E
U
E
ユ
P
2
3
2
2
5戸
E
H
F
-
w
p
M
W
F
'
'
L
E
o
F
O
H
O
R
F
L
の
C
Z
H
U
F
E
R
-
E
v
r
π
=
c
-
-
F
U
E
L
-
5
5
2
'二
日

τ
'
E
E出
RJ

crrwM目
p
v目
。
『
刊
。
ロ
凶
自

J戸m
u
v
pコ

Mロ
v
z
-
5
2
0コ、

n
v
n
H
ロ
JWPF【の「

O時
比
「j
戸
n戸
m
c
o
F
P
H
w
p
z
f
p
M
戸
包
】
戸
弓
〈

O

]日戸
F
-
n
-
C
【
}
z
z
z
r
z
z
M
Z
P
V
Y
F
H戸
R
2
m
h
M
{円以往【】

コ
ZHA》
』
自
己

MOOURorm酬
ロ
旬
。

c
『

mWC日
仏
ロ

U
L
切
戸
】
て
ぬ
同

中
央
銀
行
の
創
設
に
つ
い
て
の
抗
策
は
勿
論
、

そ
の
設
立

ι
よ
り
相
出
の
別
待
及
び
絞
怖

k
の
使
徒
あ
る
と
し
て
も
合
飢
北
蒜
州

止
に
は
貢
献
す
る
所
少
し
と
兄
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
六
羽
は
別
調
中
央
銀
行
に
つ
い
て
で
あ
る
ロ
こ
の
献
策
に
沿
い
て
は
肢
に
第
-
一
刻
に
あ
っ
て
中
央
銀
行
に
一
い
及
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
が
、
市
川
知
は
判
断
貨
の
合
北
京
の
椛
定
に
あ
り
中
央
銀
行
に
つ
い
て
は
-
一
次
的
の
取
蚊
方
で
あ
る
。

R
り

心
制
定
を
企
附
す
る
に
つ
い
て
は
附
羽
の
限
伎
を
花
川
ず
る
以
外
正
方
法
な
き
も
の
の
如
ー
と
し
、

全
?
と
鋲
泊
代
と
の
交
換
比
率

H
L
h
u
に
つ
い
て
は
仙
凶
の
飢

行
、
ど
の
諒
併
を
特
て

そ
れ
等
と
附
嚇
し
て
取
辿
ぷ
必
叫
が
あ
り
と
し
、
向
そ
れ
に
は
非
常
な
る
然
巧
と
引
窓
い
か
必
耐
久
な
る
日
を
叩

ね
て
述
べ
る
と
共
に
機
品
川
を
促
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
を
話
つ
亡
ゐ
る
。
己
の
設
中
川
~
の
後
に
中
央
銀
行
に
つ
い
て
の
ハ
ー
ト
の
巧
方
が
山
て

ゐ
る
り
で
あ
同
い
い

〉

あ

丹

C
三
百
〔
一
戸

πJFRvhp
二『

Z
一戸ロニド

E

P
一戸一

2お

L
E
E
-
L
-
E
t
m
土一

p
c
=
Z
Z
2ニ
】

E
E
r、
-
r
z
z
r
h一
区
切
門
戸

hwHCVFh』
古
~
さ
三
こ
】

m
E
E
Z♂

P
K
F
S
E
h
r
』【

〆〈ニ戸

p
u
F
P二
F♀

J
a
z
E
z
p
r
F
F
C
ニ
戸
。
ぇ

3
コ
ご
『
ゲ
コ
ロ

m
E
R
u
t
o
E
P戸
D
M
R
N
A
-
2
E
『
と
こ
を
町
内
コ
こ
ち
勺
コ
れ
。

L
i
u』
T
2
c
z
q句
史

Mい
て
ミ
ズ
町
内
己
門
戸
心
「
』
高
句
句
、
。
句
。

ニ
完
己
戸

h
Z
3ね
コ
『

P
2
2〈
PHコ
=
=
E
二

-
w
v
E
H
h
E
4「
】

v
o
r
p
h回
3
2
d代
吉
崎
町
『
同
局
コ

3ゐ
」
戸
足
。
『
之
町
内
町
民
巳

ζ
r
r
E
m
B同
3、
『

P
R
宅、

anua刊
ヨ
時
・
』
司
、

lh司
頃

S
E
b泊
穐
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2
2
2
C戸
川
戸
ニ

=
m
v
E
3
2
話
一
亡
の

F
M
5
2
7戸
ヴ

ο
Z
Z
5
2戸

F

F

Z
江

戸

p
d
'
R
0
5♂

Z
W
C
〈

E
F
E
M
E
3
0
5
己

d
プ
ジ
d
n
C
Z
4
2
2
5
5
-
d
z
k
u

uロ
L

V
戸
〈
の
三
、
戸

Z
E
E
-
げ
の
ロ
伺

E
Z
『
E
一
口
一
一
三
】
円

n
r
-
Lニ戸
L
U
E
m
回二
u
ぬア
H
芯
2
乙
一
可
。
『
作
戸
戸
】

WRニ
己

H
H
4
r〈
プ
魚
川

H
M
h
r
-
5
P
Z
5
コυ
T
z
r
ρ
手

2
T
ζ
一戸

ο
a
r
m同
ロ
ヨ
勺

Ld

m可
mv同伺』同」
w

一一

H
O
P
M同

4
r
'
ι
=
r
o
。
『
防
〔
】
〈
わ
戸
口
丹
白
聞
の
【

O

P】
u
o
m
u戸
M
V
-
L
M
M
L
-
P
(
U
O〈
伶
目
白
川
】

JMMめ
hFA
】
wp
コ-h

" P 

π 

支
那
が
中
央
銀
行
主
判
つ
べ
き
か
一
升
か
の
川
出
は
、
銀
通
貨
と
の
比
昨
刊
の
制
定
問
切
に
は
小
へ
し
た
影
山
押
は
及
げ
さ
在
い
が

叉
非

品
に
況
裂
な
事
一
引
で
あ
る
と
す
る
。

た
だ
巾
央
以
行
の
川
授
は
現
庄
の
棉
一
、
の
市
製
部
川
制
止
後
に
川
仙
川
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
っ

」
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
品
川
品
川
む
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
川
出
で
は
な
い
と
し
て
ゐ
る
。

川
口
出
士
い

ιーミ

f
ど

1

フ
ご
、

J止
i

人
二
主

1
J
U、
r

j
u
l
-
-
z
fを
げ
刊
す

y

d

H

h

i

o

干

h

を
似
て
ほ
り

刊
に
英
凶
に
沿
い
て
然
り
と
す
る
。

そ
れ
故
に
支
加
が
州
政
機
州
P
一
改
引
し
た
る
の
時
に
沿
い
て
は
引
央
銀
行
ル
一
六

a

止
す
る
と
と
は
利
保
の
あ
る
と
と
で
あ
る
と
松
波
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
ー
ト
に
J
れ
ば
山
町
山
叱
飢
行
の
制
織
立
の
事
前
に
途
行
し
て
h
u

ぐ
べ
き
前
提
に
子
一
要
性
を
凡
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
〈
て
中
央
銀
行
治
手
に
つ
い
て
の
六
つ
の
目
的
と
し
た
る
所
は
次
に
州
出
弔
す
る
事
別
で
あ
る
。

一
政
附
を
扱
け
政
入
を
集
め
モ
の
杭
却
を
行
ム
ロ

こ
そ
の
集
め
た
る
歳
入
を
支
出
し
得
ペ
〈
終
引
す
。

一
二
閥
的
の
引
受
、
同
仙
の
附
川
川
理
事
羽
を
取
扱
ム
。

四
普
通
商
業
銀
行
と
同
の
保
刊
で
事
制
の
部
全
主
交
入
れ
る
む

五
他
銀
行
と
同
般
に
、
日
以
金
を
政
府
北
に
側
人
に
投
資
す
る
。

六
政
山
に
封

J
W方
に

fzる
資
金
口
川
に
外
凶
送
金
に
必
叫
〈
な
る
川
町
合
を
パ
広
市
立
9
0

以
k
」
パ
日
が
銀
行
ト
行
点
の
品
訓
で
あ
る
。
川
し
て
か
ミ
る
施
設
を
月
収
ず
る
に
史
に
市
嬰
在
事
羽
が
あ
る
と
す
る
。
か
か
る
川
町
行

立
那
中
4

人
以
行
に
闘
す
る
三
一
一
一
円
建
議
に
つ
い
て

官
ハ
五
十
二
年
一

五
七

結
五
肱



支
那
中
央
銀
行
に
闘
す
る
二
一
一
一
の
建
設
に
フ
い
て

第
五
寸
二
巷

7百

七

第
五
批

を
し
て
前
核
地
心
商
主
的
性
民
主
問
時
し
た
い
梢
む
を
考
府
L
、
却
に
中
央
銀
行
と
逃
幣
廠
と
心
協
力
、
中
山
中
、
鋲
行
の
分
支
行
代
川
町

仏
、
或
は
海
開
銀
行

(
P
E
E
F
2
7
)
に
一
品
及
し
た
の
で
あ
る
。

と
の
献
策
の
全
耐
を
泊
じ
て
の
第
一
次
的
に
し
て
市
裂
な
る
月
一
子
は
叙
通
貨
と
品
川
と
の
交
故
比
率
の
制
定
札
つ
い
て
で
あ
っ
て
、

第
二
吠
的
考
察
は
第
一
次
的
考
察
の
誠
艇
に
快
う
を
仰
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
而
し
て
と
れ
等
心
献
策
を
質
仰
せ
ん
と
寸
る
な
ら

ば
、
そ
れ
に
闘
腕
し
た
細
目
が
巧
出
血
さ
れ
た
付
れ
ば
友
ら
お
と
結
ん
で
み
る
。

中
央
銀
行
に
闘
す
る
献
策
に
告
い
て
は
凶
爪
の
れ
引
を
邦
則
刷

L
て
ゐ
る
が
銀
行
の
鋲
む
と

l
て
の
合
同
小
仰
と
し
て
山
械
能

の
兄
併
は
充
分
に
現
れ
て
ゐ
た
い
。
間
し
れ
抗
六
明
十
本
足

k

t
い
て
二
口
三
三

E
Eニ
C
E
E
E
C
5
-一二
-
z
r
c
E
E
E
E
-
-
z
E
C
三

の
巧
胞
が
捌
は
れ
て
ゐ
る
と
と
は
、
中
央
銀
行
を
一
。
。
戸
一

E
W
E
Sこ
古
美
ご
と
す
る
佐
川
に
奇
い
え
も
必
誌
な
る
似
筑
と

円一一】
o
-
v
一戸のの、

見
た
く
て
は
た
ら
忠
。
中
央
銀
行
は
そ
の
州
政
に
沿
い
て
岡
市
凶

m-E折
る
と
し
て
も
れ
符
上
の
支
叫
が
伏
刊
す
る
れ
付
で
は
た
U

c 占;

aJ rl_l 
る よ比

三重品
と弓J

をで v

Lまと
文
那末
。〉士←
.1. 仏

ふる

~~ !cl:l 
叫 I

セ尚
之

凶行
-"%'ζ 

S品エ
rt 
、心

こζ も
二 0)
'..> 

f亡玄
守、

"''"' Ji斤
も白

二1'1
.~ 

mi;; 
色刷
3ぜ，: 0) ... 
で貨
が 1F
巧 2
!Ii町
主主主
NI; P~W 

(" 

"ー-
f '- (j) 
'..> 

~) e 
;λ 

0) 
C) 

hlfJ 
7rl川
了;に
三 ;11

1

-r-
で J，. 

そ与
'<.) o.引り

支
那
山
中
央
銀
行
的
右
λ

引
は
7
F
L

の
平
制
時
期
た
る
柄
米
に
訟
い

-m形
式
仁
い
は
瑚
芳
を
品
目

L
K
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
怠

に
形
式
に
止
ま
り
、
究
結
主
怖
へ
刊
日
泣
か
っ
た
と
と
は
筏
聞
酬
の
如
き
折
移
に
止
い
て
と
れ
を
川
一
い
し
作
る
川
で
あ
る
c

五
都
内
川
間
i'私

白
山
行
も
特
碍
銀
行
も
何
れ
も
っ
て
の
何
お
の
遂
行
よ
り
も
h
Jり
z

問
主
飢
行
化
に
陥
勺
て
行
う
た
も
の
で
あ
る
c

、
、
、
J

1

1

、l
円、
f

2

ノ
1
T
O
H
4
出
〆
ノ
当

は
制
却
を
泌
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
雨
主
的
伯
仲
を
間
作
せ
上
め
在
い
と
の
KJ
肢
は
中
山
中
、
飢
行
乃
空
凶
京
銀
行
山
小
伸
機
開

し
て
の
川
附
を
則
し
た
も

ω
L」
凡
作
る
で
あ
ら
う
。

然
る
に
f
i
郡
山
所
制
山
中
央
飢
む
は
そ
の
・
任
務
を
途
桁
せ
す
る
ま
ま
に
前
識
的
判
一

情
へ
の
円
以
は
地
時

L
C
H
ら
が
m
w
っ
て
向
車
似
行
的
主
防
に
w
m
G
て
し
ま
っ
た
白
で
あ
る
。

L F iernlZ札 口ltla¥Bu，;in恥 meth叫 annl'olic}"， 1明 4，pp SS-gf 
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四

ず
ヰ
ツ
ナ
甘
y

ン
グ
の
建
策

し
出
米
同
に
ヴ
ヰ
ツ
サ
り
ン
グ
(
街
川
林

E
t
-
5
1
5
間
」
は
幣
制
刷
問
と

L
て
ロ

l
エ
ス

l

(
椅
士
特
、
巴
『
阿
Emu-)
の
助
力
を
科

て
油
穴
針
策
の
一
討
坑

ι新
手
し
て
ぬ
た
の
で
あ
り
、
偶
ミ
革
命
の
と
と
あ
り
た
る
も
氏
凶
一
正
年
以
同
政
府
は
氏
を
叫
し
て
名
斡
刷
川

B

と
し
た
。
ヴ
ヰ
ツ
サ
リ
ン
グ
の
幣
制
改
吊
策
は
同
年
ご
九
二
一
年
)
氏
凶
政
府
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
う
た
。

ヴ
ヰ
ツ
サ
リ
ン
グ
の
幣
制
改
革
質
凶
築
巳
よ
れ
ば
三
期
に
八
刀
や
り
十
五
羽
目
が
山
市
げ
で
あ
る
が
そ
の
裂
約
は
弐
の
如
き
も
の
で
あ

る。
第
一
期

新
作
制
の
広
礎
ー
と
し
て
金
即
本
引
を
採
川
す
る
を
日
的
と
す
る
建
前
ー
と
し
て
、
中
央
銀
行
制
椛
山
社
H

に
及
ぶ
。
山
ち
川

i

央
琵
努
叫
行
刊
新
設
え
は
大

同
川
銀
行
内
投
券
知
一
汀
へ
の
改
組
立
見
で
あ

ρ
。
ζ

れ
に
附
排
し
て
、
銀
行
穿
山
口
遊
行
を
新
金

m牝
に
よ
ら
し
乙
る
こ
と
、
前
日
比
飢
行
雰
に
引
十
る
金
制
吋

怖
の
卑
和
を
な
す
こ
と
、
正
賀
市
仰
の
笹
川
規
定
を
制
定
す
る
こ
と
、
静
川
に
銀
行
券
を
法
定
貨
幣

(
Z
m
t
pロ
昔
同
)
と
す
る
円
を
公
布
す
る
」
!
と
な

E
を
提
案
町
内
特
と
す
る
。

第
二
川

名
目
掴
貨
(
【
o
r
O
P
E
-
u
)
並
に
新
仙
助
氏
克
に
命
貨
並
に
金
券
(
民
3
E
O
O
Z
E
2
5
)
に
づ
い
て
規
定
す
。

第
三
拙

信
同
時
保

(
2
2
4
主
に
現
行
制
銭

(
2
-
4
2
E
u
r
一
却
に
武
鉛
元
(
町
田
}
〈
E
L
E
E円
)
的
制
耽
泊
五
陸
止
を
批
築
寸
。

ヴ
ヰ
ツ
サ
リ
ン
グ
は
そ
の
拡
案
を
白
ら
皮
相
な
る
も
の
と

L
・
こ
の
改
革
案
が
丘
施
さ
れ
る
に
悦
り
で
は
狛
州
究
を
事
寸
る
も
の
あ
る
を
前
蛇
と

L

て
ゐ

ω
が
、
氏
J
F
主
那
幣
制
改
河
町
地
J
に
お
い
て
宣
民
組
せ

t
は
中
世
世
穿
紘
一
打
に
り
い
て
で
あ
っ
た
。
配
述
内
都
一
山
工
引
の
年
三
現
に
は
去
の

如
〈
い
↓
て
ゐ
る
c

-
r
n
z町民
hwp』upzo白
。
{
戸
《
UmwEF
『門戸
]
Y
P
3
F
h
G『

ZUH】口、ご町

CF一戸内
H「
45zι-uπ

『auv司民
hH口
FUP円一
c=

F
町
三
百
三
M
o
r
o
o
zロ
【
門
司

P一「

F
r
c
H
P
-
c
r
J】町民

]-pzr
ド

74-RFu-PF「
P]
ケ院】』ア

支
那
中
火
銀
行
に
闘
す
る
二
一
一
一
山
建
誌
に
つ
い
て

五

一七

第
五
批

時
b
寸
二
各

心、 b~erlngフ Un 口llnes巴 Curren円> V，，]nmp_ T， Jl- 11I "当)



支
那
中
央
錨
行
に
開
す
る
こ
三
の
建
議
に
づ
い
ず

第
五
十
二
巻

五
七
四

第
五
脱

六
回

要
は
中
止
ヘ
一
波
注
銀
行
の
創
設
又
は
大
清
銀
行
の
雫
倒
的
巾
児
叙
行
へ
の
改
組
で
あ
る
。
ヴ
ヰ
ツ
サ
リ
ン
グ
に
依
れ
ば
仰
前
凶
の
ア

ツ
シ
ナ
紙
幣

(
M
E
m
E午
、
米
凶
の
級
品
円
祇
幣

(
q
o
E
Z♀
日
)
の
光
州
主
的
げ
て
岡
安
紙
幣
の
夜
行
九
年
一
、
沢
め
中
山
吋
銀
行
組
織
を
推
し
た

q
 

も
の
で
あ
る
。

ウ
ヰ
ツ
サ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば

「
巾
央
殺
な
銀
行
の
机
純
は
附
Im
貨
附
山
川
皮
の
中
心
に
な
ら
や
と
も
需
要
支
柱

(
P
E
E
V
E
M
)
を
た
す

も
の
な
り
」
と
し
て
、
政
的
し
ら
巾
央
飢
行
の
聞
係
、
紘
一
に
他
の
銀
行
と
中
央
銀
行
と
の
闘
係
に
つ
い
て
詳
細
な
る
記
述

E
m
r
f
る
は

を
の
中
央
叙
行
の
組
織
と
ん
に
市
市
立
事
羽
に
し
て
、
マ
迎
貨
に
山
附
し
て
そ
の
機
能
が
制
定
さ
れ
る
に
先
光
ち
て
考
坑
さ
る
べ
き
も
の
と

し
た
。
然
る
後
中
央
銀
行
は
政
附
上
り
全
然
紛
J
A
す
る
必
川
町
を
加
訓
L
m
H
べ
く
、
中
央
銀
行
は
勿
ム
州
政
府
心
批
判
V

下
に
れ
例
目
さ
れ
る

山

の
で
あ
る
が
、
中
山
先
制
叫
行
白
狐
ι
止
は
他
の
銀
行
の
そ
れ
と
同
松
に
必
川
宜
保
刊
す
D
Z
E
5
2
ロm
A
E
E
ロ
)
で
あ
る
と
い
ム
。

ヴ
ヰ
ツ
ザ
リ
ン
ク
枇
山
川
改
市
架
は
片
岡
川
一
年
二
九

一
-
今
)
革
命
政
附
に
北
山
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
の
財
政
部
寸

μ
た
り
し

平
宋
一
光
は
「
そ
の
一
引
剖
中
凶
の
貧
献
に
全
く
合
し
た
る
も
の
と
い
ひ
仰
ぎ
る
も
、
叫
加
も
研
究
の
似
仙
あ
り
ー
一
と
詳
し
た
も
の
で
あ
ワ

た
。
ポ
ヰ
ツ
サ
リ
ン
グ
は
法
艇
と
し
て
巾
央
銀
行
の
附
立
を
叫
訓
し
、
令
一
剛
山
町
胤
に
は
中
央
山
林
主
要
求
し
た
U
で
あ
る
。
然
る
に

政
的
白
川
、
力
不
足
に
よ
り
時
一
行
に
移
し
利
ざ
る
州
と
た
り
、
民
同
二
午
春
肱
川
制
妥

H
人
げ
は
改
組
さ
れ
る
と
と
と
た
っ
た
。

d

P

 

7

、
。ト
7
1

寸

4

5

L

l

 

v
昨
桁

1
H
1
4
f却

し山一山判

g
g
 

n
h
u

、

児

時

比

s
s
z
，
 

h
h
革

支
叩
に
台
い
て
市
山
叱
飢
行
た
る
名
桝
の
山
保
h
p
L
h
A
む
れ
は
、
上
辿
よ
り
川
町
っ
て
い
北
川
間
十
=
一
年
版
取
政
府
中
央
銀
行
忙
蛇
ま
る
も
のι

1
v
、"'白"伊山
uv

の
如
〈
で
あ
る
。
中
市
北
飢
行
的
山

q
は
慨
に
品
目
パ
ー
し
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
常
時
忙
b
つ
τは
山
川
崎
、
売
泊
曲
略
行
。
者
相
晴
見
晶
h
A却
し
な
ぎ
古
込
町

五

ケ
メ
ラ
!
の
建
策

山
川
時
の
支
那
に
は
小
央
銀
行
州
立
の
た
め
の
政
市
川
叫
初
刊
は
明
り
す
呂
と
と
が
刊
来
た
か
り
た
の
で
あ
る
が
本
案
内
剛
山
北
川
品
川



で
あ
り
中
叫
飢
行
の
名
制
は
中
だ
な
か
っ
た
。
同
行
同
沖
聖
サ
押
し
、
砂
川
小
山
担
行
ば
柑
仰
に
不
通
竹
中
山

4
川
凶
行

ρ
剖
師

E
ポ
L
f

ゐ
芯
い
か
ら
、
名
立
共
に
巾
央
銀
行
の
り
計
十
代
を
否
定
す
る
と
止
も
川
市
午
る
の
で
島

5
0

己
の
一
氏
現
政
府
中
央
銀
行
は
片
岡
十
三
年
孫
丈
に
よ
り
成
州
に
泣
い
リ
一
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
が

卜
正
ド
七
止

E

-
コ
1
3
4
イ
マ

式
決

E
4
I
L

し
亡
、
法
け
に
中
央
銀
行
主
投
ー
し
た
。
併
し
乍
ら
か
〈
成
州
、
市
山
口
の
巾
央
銀
行
は
中
央
銀
行
な
お
名
前
E
U
U
せ
し
の
み
で
あ
り

ー
そ
の
質
問
主
具
備
せ
し
も
の
で
は
友
か
っ
た
。

こ
の
中
叫
銀
行
は
市
飢
ハ
に
作
ム
市
作
八
十
え
地
問
以
上
に
川
で
た
る
も
の
で
な
〈
、
川
山

か
に
巾
央
銀
行
心
名
稲
に
長
け
る
た
一
昨

E
な
し
た
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
し
て
山
央
飢
行
と
し
て
は
別
注
に
江
一
止
が
嬰
よ
さ
れ
る
も
の

あ
る
に
五
っ
た
。

叩
ち
民
同
卜
ハ
年
十
日
-
十
五
日
凶
M

山
政
府
よ
り
公
布
さ
れ
た
る
中
央
銀
行
保
例
J
l

九
簡
保
松
に
同
年
十
月
二
十
九
日
公
布
の
中

央
銀
行
平
科
三
十
五
A

川
僚
が
あ
わ

山V
処
梨
行
は
川
H
1
M山
《
銀
行
と
し
て
、
同
門
品
市
の
品
川
融
機
闘
と
な
り
、
州
民
政
的
が
集
吹
ー

て
と
れ
を
税
特
す
る
の
方
制
を
川
ら

m
に
し
、
山
中
央
銀
行
の
特
枠
こ
し
一
は
「
佼
間
…
一
た

mu宇
佐
例
改
行
先
換
な
』
、

一
位
川
団
山
」
、

「
ば
#
長
誠
艇
刈
公
約
弔
務
」
叫
に
「
品
川
浩
l
A
珠
山
行
凶
山
山
」
h
q
一
以
興
し
た
も
の
で
あ
り
た

G
n
L
h川
米
だ
北
(
粧
の
各
行
に
岳
い
て
も
川
政
削

よ
り
村
討
さ
れ
て
紙
特
後
行
を
な
し
料
た
る
も
の
で
あ
り
、
引
に
山
叩
凶
銀
行

L

交
辺
銀
行
の
特
純
一
飢
行
な
る
作
品
L

」
中
央
飢
行
一
山

刷
併
に
沿
い
て
も
未
だ
寅
釘
的
に
は
附
硝
た
る
情
附
を
了
し
も
K

わ
け
で
は
な
か
う
た
。

図
日
比
一
阜
の
北
伐
成
功
に
よ
旬
同
氏
政
府
の
市
北
統
一
成
り
、
市
京
に
法
制
す
る
に
及
び
完
全
小
山
叫
銀
行
の
制
ぃ
川
主
命
到
し
て
い
ん
を
」

の
幹
郎
例
及
び
市
刊
れ
は
改
訂
さ
れ
中
央
銀
行
総
例
二
十
間
伐
位
に
中
市
叫
銀
行
平
科
四
十
江
筒
僚
が
十
七
年
十
月
二
寸

h
H
凶
附
ん
山
U
I
耐
を

迅
過
し
、

か
く
亡
同
年
十
一
月

H
t治
に
長
い
て
中
央
銀
行
制
行
が
波
立
さ
れ
る
に
弔
ウ
た
c

中
山
性
、
銀
行
の
川
川
誌
は
凶
氏
以
附
の

通
貨
金
融
政
策
を
軌
道
に
乗
せ
る
べ
き
役
割
を
行
負
勺
て
俊
足
し
弁
も
の
で
あ
り
た
っ
そ
れ
は
州
よ
り
一
車
に
到
佐

L
仰
べ
き
仙
台

支
都
中
央
銀
行
に
開
ず
る
二
二
の
建
議
に
ワ
い
て

館
主
十
二
管

五
七
五

第
百
競

，、
子五



支
那
中
央
銀
行
に
闘
す
る
二
三
の
建
議
に
つ
い
で

第
五
イ
二
巷

五
七
六

第
五
銃

7、
，、

の
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
と
の
悦
よ
り
を
巾
央
銀
行
設
育
時
閉
止
す
る
こ
と
が
州
市
叩
る
で
あ
ら
う
。

と
心
時
に
日
り
て
従
来
の
中
凶
銀
行
、
交
泊
叙
行
の
ハ
止
揚
は
一
恒
例
服
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
巾
同
飢
行
は
「
凶
際
経
先
銀
行

と
し
て
同
際
縞
梓
を
与
北
と
す
べ
〈
、
交
日
辿
銀
行
は
「
後
民
全
岡
貫
主
之
保
行
L

と
し
て

'r4荒
波
反
に
進
路
を
求
む
べ
き
特
沼
立
以
カ

閉
山
肌
に
さ
れ
て
特
許
銀
行
に
従
改
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
同
行
は
未
だ
允
襖
中
高
を
夜
行
す
る
を
判
、
川
間
λ

州
事
務
心
一
部
主
川
甘
み
作
る
も

の
で
も
あ
っ
た
。
又
府
東
中
央
銀
行
の
如
き
は
慨
に
成
東
符
銀
行

K
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

幣
M
改
革
案
を
'
緋
り
て
合
本
位
乃
一
全
一
金
均
杯
本
位
へ
の
提
案
は
山
市
末
に
溌

L
た
と
と
は
白
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
民
凶
に
人
り
て

は
そ
の
劃
政
加
は
り
、
史
に

P
A大
戦
前
後
に
沿
い
て
一
段
の
註
肢
を
見
、
却
に
北
京
政
的
む
椛
力
川
州
合
、
同
阿
川
山
政
わ

J

の
所
以
挫
折
俳

に
及
び
て
は
そ
の
要
求
を
深
め
た
も
四
で
あ
っ
た
。

同
E
E
ニ
2
2

【
，

c
E
E
U
U
E
Z
)
山

一
九
二
九
年
片
岡
削
十
八
年
(
一
九
一
一
一
O
年
一
一
一
月
公
表
)
の
ケ
メ
ラ

l
全
日
叫
ん
町
(
附
此
部
ケ
メ
ラ
1

投一古昔日比九日
H

幣
制
改
革
擦
は
金
本
位
制
を
と
る
も
、
そ
の
本
れ
を
詳
し
く
合
宿
杯
本
杭
制
に
世
い
た
も
の
で
あ
わ
、

1
1
那
幣
制
改
臼
中
に
川
町
寸
る
吸

多
の
抗
策
中
ゼ
ン
ク
ス
提
(
一
九
O
一
一
一
什
)
北
に
ヴ
ヰ
ツ
サ
リ
ン
グ
渠
(
一
九
て
一
M

l

)

と
北
九
に
等
し
く
利
阜
的
社
却
し
}
恥
せ
ら
れ
た

4

の
で
あ
る
。

こ
の
三
者
は
そ
の
保
川
ぜ
ん
と
せ
し
山
単
位
に
多
少
白
州
北
が
あ
っ
た
が
え
改
市
業
資
地
上
の
々
法
に
も
机
忠
一
が
あ
り

印
ち
ゼ
ン
ク
ス
撲
が
ほ
持
方
法
に
よ
る
間
施
、
ヴ
ヰ
ツ
サ
リ
ン
グ
が
成
る
則
山
中
は
従
来
の
一
泊
代
仰
と
金
偽
作
本
此
川
と
そ
杭
ド
什
せ

し
め
ん
と
し
た
る
と
は
趣
を
刊
に
し
て
ケ
メ
ラ

1
京
は
地
域
を
川
似
し
て
叫
従
方
法
を
ね
川
せ
ん
」
し
た
も
む
で
あ
っ
た
c

ゼ

シ

グ

ス
ム
マ
ヘ
ピ
政
治
的
仰
山
に
と
り
て
引
ら
れ
、
山
内
ヰ
サ
リ
ン
ク
奈
は
小
命
政
的

ι於
亡
に
詑
め
ら
れ
三
九
二
一
年
)
支
部
九
州
山
川
安
川
口
命
む

波
立
に
迄
別
注
し
た
が
肱
川
川
款
に
い
父
山
川
主
米
し
て
質
胞
に
河
ら
な
引
っ
た
。

ケ
メ
ラ

1
渠
に
於
て
は
支
部

K
M叫
が
支
部
泊
穴
む

会
へ
の
週
訟
を
引
併
す
る
町
も
あ
り
、
政
治
的
首
府
た
る
い
川
京
と
、
南
米
川

η都
た
る
土
秘
に
於
で
は
市
ヘ
恥
に
つ
い
て
は
本
提
に
資

}
 

4

角句

成

E
川
付
た
の
で
あ
っ
た
が
、
え
郎
心
同
川
川
航
に
刷
品
円
以
陸
を
無
叫
し
て
ゐ
る
と
旧
批
臨
も
加
へ
ち
札

h
q

「耐品、'1'外 1'f:\~;::lIx也、円'.23:-:- 2.;;



寸

侭

詳

紙

幣

心

間

収

可

一

世

什

同

枠

内

u
t
hトル

と
則
刊
し
た
も
の
で
あ
り
、
合
同
仰
木
山
川
百
胞
に
ツ
き
て
刊
叩
帆
さ
れ
一
三
代
ボ
泊
口

L
L
J
は
(
弘
行
は
政

U
L
φ
も
の
寸
た
〈
}
刺

と
の
安
心
胤
汎
な
る
花
川
は

(一)

叫)
il 
の
統

53Mmnu川
団
古
川
伽
山
ぜ
ん

銀
貸

江

戸
ー} 

孫
」
と
糾
す
る
も
の
を
片
山
d
す
る
に
あ
っ
た
。
-
係

は
孫
丈
作
(
話
市
場
仙
相

山
従
来
内
合
間
併
に
た
間
一
致
し
た

も
の
と
し
た
が
、
深
に
合
ま
れ
る
銀
悦
怖
は
従
来
の
心
に
於
け
る
よ
り
(
一
一
二
o
こ

φ
く
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
く
て
刊
た
る

出
枇
山
住
金
(
比
拓
国
-GE明
T
O
D
-
)

を
以
ご
政
府
は
「
係
」
の
合
的
一
一
併
に
台
け
る
ぷ
刊
を
注
す
べ
き
叩
怖
を
助
成
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
ツ

7こ。
本
家
に
於
て
悶
如
と
せ
し
所
は
小
山
泊
貨
幣
の
巾
に
合
ム
刊
せ
し
む
べ
き
叙
む
比
率
心
般
栴
な
る
決
応
で
あ
っ
た
。

山
ち
示
し
も
比

率
が
μ

向
か
っ
た
な
ら
ば
政
山
の
造
幣
続
全
が
減
ゆ
ノ
ナ
る
こ
と
に
な
り
、

位
に
飢
の
金
杭
格
が
臨
山
氏
し
た
在
九
ば
H
H
肱
山
と
し
て
よ

り
も
地
合
と
し
亡
の
例
怖
が
一
仙
く
な
り

信
泌
が
日
丸
山
内
政
さ
れ
政
府
内
一
相
小
ヘ
に
於
一
-
利
討
を
取
め
ん
と
す
る
も
の
を
生
中
る
に
干

る
。
反
之
依
り
に
比
率
が
M
H
か
ワ
た
な
ら
ば

法
出
正
門
市
日
を
怖
へ
た
る
M
刷
出
品
北
川
が
生
十
石
成
あ
り

か
く
て
は
政
川
に
よ
旬
県
げ

ら
れ
る
出
佐
伯
な
る
法
怜
街
全
が
堕
断
さ
れ
る
と
と
と
な
る

ケ
メ
ラ
!
香
川
H
合
は
持
金
一
作
の
法
定
制
分
の
六
七
九
を
「
孫
」
抗
に
保
た
し
め
ん

ケ

メ

ラ

1
委
日
台
は
支
那
の
一
泌
氏
協
治
の
院
を
公
一
い
し
て
日
り
、
口
氏
朱
の
伝
念
は
針
怜
は
ι
司
会
日
刊
主

持
つ
物
nw貨
幣

(
P
E
E
L
H
Q
Z

と
考
へ
た
も
の
で
る
っ
た
)

べ
き
も
む
と
し
、
支
那
政
附
は
こ
の
特
川
改
日
中
味
を
ぷ
川
し
作
る
川
に
、
新
北
ハ
を
賀
行

L
作
る
力
と
f
r
h

伎
を
間
取
し
作
る
力
心
備
は

る
を
裂
す
と
槻
山
手
し
て
ゐ
る
。

次
に
一
党
換
炉
事
は
、
十
止
郊
の
中
央
銀
訂
が
刊
立
さ
れ
て

そ
り
制
山
に
統
い
仰
せ
し
む
べ
し
と
し

山b

心

有
政
府
匙
枇
山
山
川
を
然
じ
逃
怖
に
凶
附
す
る
一
切
を
澗
山
的
統
制
卜
に
出
〈
べ
し
L
r
論
じ
た
心
で
あ
っ
た
c

ケ

メ

ラ

1
報
告
書
は
「
小
川
附
活
断
安
行
会
本
杭
幣
制
法
草
案
」
と
一
恥
さ
れ
る
如
〈
漸
抗
一
的
に
金
本
代
に
初
出
し
、
凶
内
的
に
は
そ
の

主
判

D
F
に
也
伎
の
統

を
同
ら
ん
こ
と
を
則
し
た
り
で
あ
る
が
小
引
鋲
行
に
つ
い
て
は
紙
幣
に
凶
聯
し
て
そ
の
戦
合
吉
山
中
に

ド
矢
部
中
央
銀
引
に
闘
す
る
ご
士
山
建
設
に
り
い
て

ι
F
h
イ
こ
を

五
七
七

塙
五
批

ノ、
じ
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支
部
巾
先
制
行
に
関
ず
る
二
一
一
一
円
建
議
に
つ
い
て

五
七
八

第
五

f
ニ
岱

第
五
掠

，、
ノ寸」

島
い
て
論
及
し
て
ゐ
る
が
、
別
に
中
央
準
備
銀
行
計
訓
す
げ
を
件
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
メ
ラ
I
恨
背
詐
に

ω
つ
て
は
巾
止
へ
咋
附
銀
行

(4-MOALEE-2】

Mwmun
コ
o
F
Z
C『

P

E
と
な
る
文
字
が
始
め
て
伎
は
れ
た
山
市
中
あ
り
、
バ
日
に
値
す
る
こ
と
で
は
b
る
が
、
そ
む
叶
討

に
つ
い
て
は
未
品
目
去
の
一
ま
ま
で
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

ニ
5
H
O合同
n
p
Z
N
三
さ
コ

Z
『
戸
一
戸
町
内
。
コ
守
同
}
』
M
H
3
7
c
「
円
一
こ
コ
戸
-
二
一
【
】
二
百
〔
戸
い
三

=
-
R
G
Uめ
士
一
。

}
W
E
T

J
1
 

2
 

2円
(
U
一
三
ロ
位
、

-v円。ぐ』ハ
]
o
u
m》
「

回

目

M
C
P。
τ
0
]
旬
。
『
ロ
c
-
m
u
M
M
F
L
F
F
O
-
q
p
r
o
-
v吋
o-mueuRML
口
内
手
、
ハ
dnub--u】同ん戸内
γイ
の

H14匂
】
W

己
M
r

同一
5

3

v

B
三日
j
J
V
5
2
J
H
V
H
C」
R

-

c
「
】
戸
戸
、

F
円

ケ
メ
ラ

I
委
川
日
台
提
川
の
出
背
J
d

円
抗
裂
に
よ
れ
ば
一
中
央
銀
行
し
を
「
中
内
叩
術
銀
行
」
に
改
組
せ
ん
と
す
る
同
委
日
合
法
城
市
中
争

は
、
提
采
に
か
か
る
中
山
九
年
怖
銀
行
に
抗
幣
溌
行
を
初
出
せ
し
む
る
を
坑
京
ナ
お
c

ど
の
市
奈
川
万
円
法
作
ー
と
と
る
時
は
特
折
々
け
市
杭
に

を月:
緋 Jよさ

十銀
る 'rr
をを
1J.Q. ドjT
せ く
し 4キ
む銀
るヲ 了

をを
tt Mi 
J~'lj め
と、

し流
た 辺
も Zえ
ω 後
で行

あ21り
る?i-

o 同
制j、

各
個
人
は
か
か
る
流
油
忽
山
政
行
が
出
止
士
」
れ
、
直
ち
に
間
取
刀
法

-‘・，、

中
央
儲
備
銀
行
の
先
哨

従
来
、
支
仰
の
中
央
銀
行
的
存
白
は
平
倒
時
刷
、
挫
折
切
に
沿
い
て
は
勿
九
州
、
叩
波
打
別
に
入
り
て
も
‘
そ
れ
は
上
仇
り
は
政
治
的
脆

山
乃
一
東
山
飢
の
叫
mwE京
打
、
下
に
は
一
般
銀
行
或
は
料
利
銀
行
と

ω
分
説
的
機
能
に
つ
い
て
明

M
た
る
抽
出
を
法
成

L
作
ざ
る
ま
王

2

己

で
あ
っ
た
o
M
m
も
外
同
系
飢
行
の
布
十
代
は
い
父
加
側
心
余
地
制
的
作
川
を
詑
維
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
一
般
銀
行
の
-
げ
必
よ
り
児
村
山
ば
中
央
銀
行
の
が

A
は
合
川
川
中
相
で
あ
り
得
L

一
γ

凶
r
h

飢
刊
は
↑
同
に
あ
っ
て
は
一
般
飢
行



を
採
っ
て
ゐ
る
。
加
之
、
外
同
五
銀
行
ー
と
の
疏
合
が
私
リ
銀
行
に

ο
い
て
も
#
ず
る
わ
け
で
あ
ク
て
.
ノ
昨
斜
刺
広
パ
リ

v
f
d
e
A
官民

刊
肌
刊
川
昨
円
山
刊
が
数
々
年
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る

ν

さ
れ
ば
中
山
町
飢
行
L

一li--)
山

ι泌
を
別
刷
た
ら
し
め
て
巾
央
銀
行
的
機
能
主
授
杯

せ
し
む
る
に
は
上
よ
り
は
政
治
川
紛
一
叩
白
熱
よ
り
超
然
た
ら
し
い
台
、
干
に
は
前
北
何
日
、
行
的
総
合
に
走
ら
子
、
杭
に
は
刊
紙
銀
行
と
府

的
し
て
、
銀
行
白
銀
行
た
ら
し
め
ん
と
す
る
と
と
で
あ
っ
た
。

事
賞

上
榔
中
央
銀
行
へ
山
間
化
策
は
そ
の
設
立
後
凱
化
さ
れ
た
も
引
で
あ
り
、
放
租
の
何
皮
よ
り
許
制
に
比

L
一
一
巾
山
州
、
銀
行
と

し
て
の
制
熱
心
跡
を
凡
る
乙
と
か
刊
来
る
。

耐
水
中
山
町
釦
行
は
朱

F

づ
丈
を
秘
法
ー
と
し
ホ

l
心
的
吐
法
を
紅
一
、
孔
刷
時
総
裁
を
織
作
刊
し

銀
行
組
織
に
も
計

1
品
の
改
旋
な
と
が
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が

民
凶
二
十
四
年
t
竹
山
台
糊
統
制
に
叫
り
て
は
剛
氏
政
仰
は
中

央
銀
行
を
し
て
同
友
銀
行
た
る
辺
仰
心
下
に
奈
川
的
金
融
の
統
制
に
飛
川
す
に
r
R
G
た。

ωち
民
間
附
二
十
阿
年
二
月
二
十
ハ
什
中
凶

銀
行
僚
例
を
修
正
し

同
年
同
月
十
二
日
ぃ
究
極
銀
行
保
例
を
一
訂
正
し

か
く
し
て
雨
行
を
資
本
と
れ
符
心
削
側
よ
り
同
氏
政
附
む
支

配
下
に
牧
め

己
れ
を
政
附
化
し

M
て
合
削
統
川
に
務
泣
し
も
孔
も
山
一
で
あ
っ
た
。

と
れ
と
引
行
し
て
中
央
飢
行
日
慨
は
同
年
五
月

十
三
日
公
布
の
中
央
似
行
法
に
法
昔
、
中
川
山
飢
行
、
交
週
銀
行
と
相
日
に
附
桝
一
致
の
態
広
を
と
る
こ
と
と
な
う
た
c

川
し
て
中
央

銀
行
心
資
本
は
一
応
冗
に
改
め
ら
れ
凶
州
支
併
と
し
、
叫
刊
訂
仙
業
務
、
川
巾
佐
換
わ
む
に
つ
い
て
の
れ
叫
が
川
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
c

民
同
二
十
同
年
十
一
月
三
日
支
那
は
新
貸
料
政
伐
に
う
き
、
財
政
部
布
札
口
を
夜
し
た
の
で
あ
芯
。
市
{
仏
政
山
占
財
政
部
を
し
て

新
貨
幣
政
策
を
宣
和
せ
し
め
た
る
虫
日
と
す
る
所
は
飢
行
法
の
先
械
を
特
』
し
叙
伏
流
通
制
か
ら
紙
幣
流
通
制
へ
心
移
行
で
あ
り
、

そ
れ
は
中
山
町
制
航
行
、
中
同
飢
行
、
交
通
銀
行
の
品
弘
行
法
を
所
詰
訟
特
と
た

L
、
紙
幣
の
恋
心
引
雌
を
杭
一
し
、
市
紙
幣
に
よ
る
お
引
を

割
英
一
士
円
正
片
二
分
の
一
と
安
定
せ
し
め
、
何
せ
で
銀
の
陶
土
引
を
行
ひ
た
る
も
心
た
る
は
川
知
の
蜘
〈
で
あ
る
c

階
市
川
改
革
に
よ
る

所
間
中
央
銀
行
の
任
務
は
組
め
て
主
要
と
な
っ
た
の
で
&
り
、
事
質
幣
制
改
不
似
一
川
と
山
後
山
中
央
銀
行
は
一
山
日
一
新
心
搬
を
H
γ

レ

た
も
白
で
は
あ
づ
た
が
、
図
民
政
的
は
、
夏
に
中
央
叙
行
の
改
組
を
引
く
刑
宣
ぶ
し
て
ゐ
た
も
心
で
あ
る
こ
と
は
財
政
部
仙
北
口
心
待
乍

支
那
中
央
凱
行
に
闘
す
乙
二
三
町
詑
誌
に
づ
い
て

第
五
十
二
巷

ヨ
七
九

部
ま
銑

，、
ゾL
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支
那
巾
央
銀
行
に
闘
す
る
こ
一
一
一
の
建
設
に
う
い
て

A
F
I
刀
十
二
笹

z-八

C

第
工
刀
挽

七
C

に
お
い
て
そ
の
芭
剛
を
知
る
ロ

財
政
部
仙
骨

(
前
哨
)
叫
し

L

排
法
、
仙
川
尚
復
興
机
桝
之
攻
問
、
品
川
什
叫
以
山
川
財
政
川
村
U
的
。
叩
巾
央
飢
行
之
判
机
、
亦
開
力
玩
改
阜
、
目
指
以
行
之
以
行
叫
帯
。
川
、

般
的
叫
行
制
度
、
克
訓
制
改
対
佑
去
、
日
川
向
付
安
情
件
よ
下
、
山
叫
法
同
哨
加
江
一
流
副
判
、
仰
け
ハ
キ
町
会
古
和
徒
、
刊
以
俳
松
竹
川
工
向
乙
川
市
山
。
比
持
出
引
パ
ポ
下
同
月
抗

押
放
款
銀
行
、
修
正
不
動
産
抵
押
法
令
、
四
謀
地
斥
之
抗
能
。
(
後
略
)
制

財
政
部
怖
ム
百
り
幣
制
改
引
に
つ
き
で
心
掛
世
は
約
前
位
興
山
川
皆
川
た
り
と
し
、
財
政
辺
川
を

u
t
u川
と
す
る
も
心
に
非
十
と
川

ず
。
帥
ち
中
央
銀
行
の
組
織
も
亦
力
め
て
改
V
4
1

聖
水
め
、
以
て
「
銀
行
之
銀
行
」
た
る
峨
務
を
い
川
さ
し
め
ん
と
す
る
c

而
し
て
一
般
銀

行
制
度
は
更
に
引
く
他
企
な
る
に
改
革
L
冊
目
前
な
る
保
刊
の
ド
に
法
を
設
け
て
、
そ
心
流
動
性
を
増
加
さ
せ
、
を
む
羽
目
合
主
制
作
た

ら
し
め
、
以
一
¥
札
お
な
ゐ
商
一
」
業
資
会
。
知
県
に
応
中
る
を
件
る
も
の
と
す
る
。
岐
に
-
小
動
怪
抵
日
貸
付
'd行
を
前
ぷ
し
、
ポ
助
出

抵
打
法
令
を
修
正
し
、
以
て
地
涯
の
祈
混
在
る
を
計
ら
ん
と
す
る
に
あ
っ
h
k

。

か
か
る
柱
、
川
を
似
て
市
備
計
討
を
位
め
て
行
〈
と
と
と
在
う
た
の
で
あ
る
が
、
呪
J

引
の
小
央
銀
行
の
改
組
は
山
中
川
中
仙
飢
行
ー
と
な

ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
孔
川
烈
財
政
部
長
諜
明
白
山
町
に
濡
つ
で
あ
る
c

現
花
園
わ
た
る
「
巾
典
的
以
行
L

は
、
情
来
は
改
組
を
行
ひ
で
「
山
中
央
叩
出
飢
行
」
と
た
す
べ
し
と
し

そ
の
主
要
資
本
は
各
銀
行
品
ぴ

一
般
公
栄
よ
り
の
伏
給
に
よ
る
こ
と
と
し
、
起
然
機
聞
と
な
ら
し
め
、
附
し
て
克
く
全
力
を
以
て
奈
川
問
穴
特
の
安
定
生
保
判
せ
し
む

ペ
L
と
す
る
。
中
央
市
怖
銀
行
は
各
州
出
行
の
市
備
会
を
保
併
し
、
凶
沖
を
抗
日
し
北
に
一
切
む
公
共
す
、
金
主
牧
ト
什
し

日
公
什
銀
行
に

川
治
す
る
に
一
内
叶
H

引
の
似
利
を
以
一
二
寸
る
。

ゆ

棋
を

!
V
hす
と
い
ふ
心
ご
わ
る
c

中
央
銀
行
は
昔
日
叫
耐
主
鋭
行
の
4
み
は
川
を
役
刊
日
せ
L
T

た
だ
今
一
午
後
に
あ
っ
て
食
行
制
山

附
~
民
こ
山
一
辺
リ
川
に
お
け
る
中
央
鋲
ノ
U
改
組
へ
心
情
也
が
出
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
代
同
十
」
ハ
年
一
一
月
二
十
四
川
中
央
銀
行
怯

主
泊
中
政
内
在
凶
川
唱
し
た
け
に
川
栄
州
出
「
小
九
州
叩
附
飢
〆
H
U
肌
川
小
案
」
に
つ
い
て
名
栴
白
修
rrが
行
は
れ
、
孔
品
川
知
財
政
部
長
山
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説
明
せ

L
「
中
央
山
川
銀
行
」
な
る
銀
行
名
前
い
か
侃
揮
さ
れ
向
。

中
政
官
で
は
中
小
、
山
川
備
銀
行
法
山
川
、
市
i

京
t
f

に
中
止
銀
行
北
側

ω過

決
緋
訟
が
泊
泊
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
組
本

ω市
出
は
中
阜
、
川
川
仙
似
行
主
超
然
椴
州
問
た
ら
し
め

市
一
凶
代
作
、

J

支
社
主
似
村
せ
し

ν山

ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
o

然
も
と
れ
が
宵
現
に
は
現
行
中
央
銀
引
の
改
組
に
土
り
中
央
術
仙
飢
行
に
到
J
比
せ
ん
と
す
る
も
心
で
あ

る
か
ら

F
b口
土
4U
占
p
b
り

ご
ヰ

l
ノ

f
J
-
z
l

同
川
も
回
収
知
山
川
山
口
に
資
現
可
能
と
凡
た
も
の
で
あ
っ
た
。
向
日
記
併
設
行
制
及
び
叩
備
仰
の
公
川

を
以
て
法
枇
山
の
佐
川
川
主
川
休
校
す
る
己
と
と
し
、
資
本
州
山
叫
に
は
公
募
の
品
川
地
ル
一
作
せ
し
め
政
府
間

0
5
片
山
λ
o
r
J
と
し
政
附
株

土
却
さ
文
子
〉

l
E

i
b
ι
位
T
ムマ止
U
川

O
U
5
一戸一主

民
間
株
は
半
数
は
支
那
の
飢
州
民
主
経
品
川
の
法
人
白
川
川
交
?
と
し
て

そ
の
礎
知
乍
敬
訪
支
那
一
般
同
氏
へ
悲
加

せ
し
む
る
こ
と
と
な
っ
て
ゐ
る
。

る
徐
地
を
打
せ
し
め
て
ゐ
る
。

か
く
て
こ
心
向
皮
よ
り
一
般
同
代
も
株
ト
ト

L

と
友
り
従
て
株
十
亡
者
μ
け
に
台
い
て
川
一
事
、
防
車
た
わ
料

祈
巾
央
付
備
銀
行
の
賢
明
は
幣
制
改
平
の
一
一
年
後
と
す
れ
ば
氏
凶
二
十
六
午

(
一
九
一
一
七
年
)
十
一
月
阿
川
を
則
し
て
質
税
寸
べ
き

で
あ
っ
た
。
既
に
中
九
儲
仙
飢
行
法
案
は
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日
立
法
院
秘
似
合
訟
を
泊
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ふ
が
、
途

に
中
央
山
川
仙
銀
行
は
質
現
に
荒
ら
ざ
る
ま
ま
に
今
次
白
支
那
事
奴
に
立
到
っ
た
の
で
あ
る
。

Fb一
那
白
後
民
的
動
閃
を
肌
(
へ
た
る
事
仙
に
は
外
部
よ
り
の
刺
伎
に
伐
つ
も
の
事
し
ん
』
は
夙
に
況
か
れ
る
附
で
あ
る
語
、
銀
行
制
度

に
つ
い
て
も
そ
の
感
が
件
ふ
。
然
も
請
に
恥
に
ゐ
い
て
は
外
同
勢
力
の
M
M
蝕
に
は
反
般
的
志
向
の
動
い
て
ゐ
る
も
の
か
一
見
た
が
、
仙
川

は
外
同
勢
力
を
排
除
し
初
た
も
の
で
は
た
か
っ
た
。
叫
に
回
以
近
む
巾
央
銀
行
改
組
を
雌
り
で
は
英
凶
山
女
別
に
針
す
る
合
出
上
の
支

配
力
は
漸
吠
馴
化
さ
れ
て
い
仙
り
、
支
那
は
と
の
立
刊
却
を
受
動
的
に
牝
泣
せ
し
め
て
、
支
那
A
M
M
統
制
の
間
土
を
附
ら
ん
と
し
た
も
の

と
在
っ
て
ゐ
る
c

支
那
と
し
て
は
外
凶
茨
木
む
支
配
力
む
時
大
は
附
念
し
つ

L
も、

l
i
那
金
制
危
機
を
切
抜
け
た
も
の
一
は
と
内
外
同

礼
町
『
不
と
の
協
力
に
よ
る
と
し
て
ゐ
る
。
外
凶
勢
力
む
貨
幣
金
制

k
(
む
佼
透
は
仙
市
川
出
飢
則
に
あ
り
て
も
や
が
て
こ
れ
が
改

4
m
u

降
に
あ
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
一
抗
心
進
行
主
納
付
で
ゐ
る
。

小
久
那
中
央
臨
行
に
闘
す
る
二
三
的
建
誌
に
づ
い
て

N
-
F

五

I
一一管
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王
町
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支
那
中
央
組
行
に
闘
ナ
る
二
三
の
建
議
に
つ
い
て

互王

ノに

第
五
蹴

第
五
十
二
巻

七

支
那
中
央
銀
行
と
し
て
の
一
先
腕
的
存
衣
た
り
し
も
の
を
荊
季
に
凡
、
阿
川
北
州
己
れ
が
抗
告
i-
の
貫
態
ド
印
し
て
の
泣
民
に
は
縮
れ
し

川
相
め
亡
僅
少
で
は
あ
ワ
た
が

こ
の
角
度
に
訟
け
る
も
む
は
他
日
に
説
る
と
と
と
し
て
、
荘
一
誌
に
現
れ
た
附

E
一
服
臨
み
る
c

出
Y

品
む
か
山
っ
た
所
は
中
央
銀
行
の
組
織
の
車
製
皮
よ
り
も
先
づ
幣
制
そ
む
も
の
に
考
慮
さ
れ
た
る
支
那
政
府
の
政
治
的
世
剥
の
如
何

で
あ
っ
た
c

時
間
む
絞
過
と
孔
に
中
央
銀
行
の
組
純
化
心
霊
製
皮
が
川
町
川
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
附
に
沿
い
て
は
幣

制
上
の
川
世
間
体
性
に
は
制
引
が
加
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
支
郡
山
鼎
硝
の
立
裁
に
む
い
て
の
硝
似
で
は
た
く
し
て
外
部
川
の
文
科
力
が
作
勺

た
の
で
あ
る
c

然
も
そ
の
聯
携
は
か
つ
て
は
支
那
幣
制
の
統
一
を
妨
げ
た
も
む
心
経
質
化
で
は
た
く
、
依
然
と
し
て
統
一
地
科
に
恒

乗
し
た
る
外
部
勢
力
の
浸
潤
で
あ
っ
た
。

前
抗
川
時
心
中
央
銀
行
的
先
駆
形
態
よ
り
上
栴
中
央
銀
行
の
税
問
、
降
っ
て
そ
の
補
弧
改
組
と
し
て
の
中
央
準
備
銀
行
乃
烹
中
央
付

備
銀
行
へ
の
動
向
は
、
こ
れ
等
辿
議

U
K
K
士
い
て
打
取
す
る
と
と
が
出
来
る
c

銀
行
は
百
4
i
u
恒
和
に
し
て
そ
の
昨
夜
起
也
に
同

氏
経
済
に
形
影
相
件
ふ
も
む
で
あ
り
、
そ
心
情
刑
如
何
は
直
接
仁
は
合
同
山
他
人
ム
を
促
成
し
、
山
払
刊
に
は
一
般
暗
支
の
向
上
を
削
駅
伝

ず
る
も
の
で

b
ゎ
、
そ
む
任
務
の
主
要
川
口
は
支
那
に
沿
い
ナ
も
ト
し
れ
を
取
問
む
仰
却
、
に
告
い
て
も
翫
に
力
一
応
さ
れ
、
肢
に
献
策
さ
れ

建
議
さ
れ
た
別
で
あ
っ
た
c

併
し
乍
必
支
那
銀
行
支
む
改
良
は
不
平
桁
で
あ
っ
て
業
務
上
未
だ
最
阿
た
る
恭
礎
を
起
立
せ
宇
、
組
抗

上
舵
附
山
白
系
統
を
樹
立
し
仰
な
か
う
た
ロ

n
恥
弘
な
る
意
味
に
公
い
て
名
賀
仲
ム
中
央
銀
行
を
支
那
に
建
設
ぜ
ん
と
す
る
こ
と
の
航
史

的
意
義
は
似
め
て
大
な
る
も
の
あ
り
と
い
は
ざ
る
を
仰
左
い
も
心
が
あ
る
c

す1c 
郡名yω 行寸孔山

ヘ
臼

で
Z

別

ーし

p
詑

と
、
興

開
質
計

時
閣
続

四
世
之

行
幣
勢

銀
草
現

備
品
叫
ん
廿

情


